
変更票User’s
Manual DL6000/DLM6000 シリーズ

ディジタルオシロスコープ /ミックスドシグナル
オシロスコープ
通信インタフェースユーザーズマニュアル

IM DLM6054-17JA-12　1/1
IM DLM6054-17JA　初版用

お手数ですが、お手元の通信インタフェースユーザーズマニュアル IMDLM6054-17JA(CD-ROM) を次のように
変更してお使いください。

ファームウエアバージョン 1.27 から、以下のコマンドに対応しています。

:WAVeform:ALL:SEND?	 ( ファームウエアバージョン 1.27 以降 )
機能	 「:WAVeform:ALL:TRACe」で指定した波形データを問い合わせます。
構文　　	 :WAVeform:ALL:SEND?	{<NRf>}

	 <NRf>	＝	0~(アクイジションカウント )

例	 :WAVEFORM:ALL:SEND?

　	 →	#800007558	

	 	 03	00	85	00	00	00	00	00	00	00	00	00	00	00	E2	04			

	 	 00	00	00	00	00	00	E2	04	00	00	62	00	AC	11	44	00			

	 	 6C	00	26	00	08	00	3C	18	3E	18	4E	18	0A	18	18	18	...

解説	 ・	測定中に波形データの問い合わせが可能です。
	 ・	トリガモードが	Single、N	Single	のときは問い合わせできません。
	 ・	ロジック波形は問い合わせできません。
	 ・	データフォーマットは次のとおりです。
	 	 #8(8 桁のバイト数 )	 	 	 	 	 	 	 <-	ブロックデータのヘッダ
	 	 ( トレース数 [2 バイト ])( アクイジションカウント [8 バイト ])	 	 	 <-	共通情報
	 	 ( トレース番号 [4 バイト ])( リザーブ領域 [8 バイト ])( データポイント数 [4 バイト ])	 <-	トレース情報 1
	 	 ( データ列 )	．．．
	 	 ( トレース番号 [4 バイト ])( リザーブ領域 [8 バイト ])( データポイント数 [4 バイト ])	 <-	トレース情報 2
	 	 ( データ列 )	．．．
	 	 ・・・・・・・・・・・・・	 	 	 	 	 	 ( トレース数分 )

	 ・共通情報、トレース情報のバイトオーダはリトルエンディアンです。
	 ・データ列のフォーマットは「WORD」のみで、バイトオーダはリトルエンディアンです。
	 ・レコード長は 125kPoints まで問い合わせできます。
	 ・<NRf>( アクイジションカウント ) に０を指定すると、最新の波形データを取得できます。
	 ・同じ波形データを取得しないように波形を取り込むには、前回の共通情報 ( 前述 ) の「アクイジションカウント」を

<NRf> に指定します。
	 　問い合わせ時点で、指定した値と本体アクイジションカウントが同じ場合、#800000000	を返します。

:WAVeform:ALL:TRACe	 ( ファームウエアバージョン 1.27 以降 )
機能	 「:WAVeform:ALL:SEND?」で対象となる波形を設定 / 問い合わせます。
構文	 :WAVeform:ALL:TRACe	{ALL|<NRf>|MATH<x>}

	 :WAVeform:ALL:TRACe?

	 <NRf>	＝	1~4

	 MATH<x>	の <x>	＝	1~4

例	 :WAVEFORM:ALL:TRACE	1

	 :WAVEFORM:ALL:TRACE?	->	:WAVEFORM:ALL:TRACE	1

次のように変更してください。
6-2 ページ	 「各レジスタの書き込み /	読み出し」

たとえば、標準イベントイネーブルレジスタの各ビットを 1	または 0	にするには、*ESE コマンドを使います。
また、標準イベントイネーブルレジスタの各ビットが 1	であるか 0	であるかを確認するには、*ESE? コマンド
を使います。これらの各コマンドについては、第 5	章で詳しく説明しています。


